
 

 

 

 

 



 

 

親愛なるセンセイ 

先生の弟さんに、次の冬期のローウェル学院※の講演をお引き受

け頂けたとしたら、ボストンに居るものは幸運であります。日本と

の新たな絆を持つことは非常に大きな意味がありますが、弟さんが

ボストンに来られれば、必ずやそのような絆を形作るに違いありま

せん。 

弟さんに、この講演会についてご説明下さい。すなわち、これら

がハーヴァードにおける学部レベルのいかなる講義よりも高く格付

けられ、いかに多数の著名な人物をわれわれにもたらしてくれたか

を。 

また、もし彼が引き受ける気があれば、この他にも、ケンブリッ

ジ、シカゴ、およびニューヨークにおける講演の可能性もあります。

われわれは、彼の来訪に興奮しており、当美術館としましては、あ

りとあらゆる方法で、彼の忍耐心に挑戦を試みる所存であります。 

(後略) 
＜訳文は、石橋智慧訳『岡倉天心全集 別巻』平凡社所収より転載＞ 

 

※  ローウェル・インスティテュートのこと。1836 年ローウェル家によりボストンに設立

された財団であり、ボストン市民に向けて一流の講師陣による高水準の公開講演コー

スをシリーズで開設した。ここから講演を依頼されることは名誉なことであった。 


